
例
会
初
日
の
６
月
22

日
に
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
３
号
）
の
提
案
が

あ
り
、
審
議
の
結
果
、
全
会

一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

◇�循環型社会形成推進地域計画策定
業務委託料
◇�一般廃棄物処理基本計画策定 ( 見
直し ) 業務委託料
◇�農地耕作条件改善事業暗渠排水等
工事
◇体育館窓ガラス改修工事
◇測量調査設計委託料（災害復旧費）
◇�清水公園インフォメーションセン
ター解体工事（災害復旧費）

議 会 だ よ り 清水町
2017年（平成29年）8月
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平
成
29
年
第
6
回
定
例
会
は
６
月
22
日
か
ら
29
日
ま
で
の
８
日
間
を
会
期
と
し
て
開
か

れ
ま
し
た
。

　

町
か
ら
は
行
政
報
告
が
２
件
あ
っ
た
ほ
か
、
専
決
処
分
の
承
認
2
件
、
条
例
の
一
部
改

正
３
件
、
一
般
会
計
を
含
む
６
会
計
の
補
正
予
算
、
工
事
請
負
契
約
の
締
結
２
件
、
十
勝

環
境
複
合
事
務
組
合
の
解
散
に
伴
う
規
約
の
変
更
等
４
件
、
人
事
案
件
18
件
の
提
案
が
あ

り
、
審
議
の
結
果
、
全
て
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

定

一般会計
（３回目の補正）

平成29年度　補正予算
2億326万円�増

総額82億7,401万円
一般会計の主な補正（政策予算以外の歳出）

　

今
回
提
案
さ
れ
た
補
正
予

算
に
は
、
政
策
事
業
予
算
が

12
件
（
新
規
７
件
、
拡
充
５

件
）
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
の

内
容
に
つ
い
て
は
６
月
６
日

開
催
の
全
員
協
議
会
の
中
で

説
明
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

　

政
策
事
業
の
主
な
も
の
は
、

お
子
さ
ん
の
出
生
に
祝
金
（
支

給
金
額
の
２
分
の
１
は
商
品

券
）
を
支
給
す
る
『
出
産
祝

金
支
給
事
業
』
や
、
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
を
改
修
し
、
子

ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
多

く
の
世
代
が
誰
で
も
利
用
で

き
る
集
い
の
場
を
設
置
す
る

『
共
生
型
集
い
の
場
設
置
事

業
』、
子
ど
も
の
医
療
費
助

成
を
18
歳
ま
で
拡
充
す
る
『
子

ど
も
医
療
費
無
料
化
事
業
』

な
ど
、
子
育
て
支
援
、
人
口

減
少
・
少
子
高
齢
化
対
策
を

柱
と
す
る
内
容
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
『
町
営
住
宅
建
設
事
業
』は
、

出
産
祝
金
事
業
の
創
設
、
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
制
度
拡
充
な
ど

135万円の増額

389万円の増額

9,030万円の増額

265万円の増額
550万円の増額
246万円の増額

町民間の交流・情報交換、気軽に外出できる場の提供、
地域の活性化を目的に町内の飲食店で開催する地域カ
フェ事業「さんさんカフェ」の様子（新規政策事業）

御
影
市
街
地
区
に
世
帯
向
け

の
民
間
賃
貸
住
宅
が
少
な
い

こ
と
か
ら
、
さ
く
ら
野
地
区

に
世
帯
向
け
の
町
営
住
宅
（
３

棟
６
戸
）
を
建
設
し
、
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る

幅
広
い
年
代
層
に
対
応
し
た

住
宅
の
供
給
と
定
住
者
の
増

加
を
目
指
す
と
し
て
い
ま
す
。

　
『
文
化
セ
ン
タ
ー
大
規
模

改
修
事
業
』
は
、
老
朽
化
に

よ
る
経
年
劣
化
が
著
し
く
、

突
発
的
な
リ
ス
ク
が
高
ま
る

中
で
施
設
を
運
営
し
て
い
る

状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
耐

震
改
修
工
事
や
設
備
の
更
新

等
を
行
う
こ
と
に
よ
り
安
全

性
と
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

文
化
会
館
側
入
口
の
自
動
ド

ア
設
置
や
公
民
館
側
の
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
設
置
な
ど
も
含
ま

れ
て
い
ま
す
。

　

議
員
か
ら
は
事
業
内
容
の

ほ
か
、
事
業
の
目
的
や
期
待

す
る
効
果
、
こ
れ
ま
で
の
経

過
等
に
つ
い
て
質
疑
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

政
策
事
業
の
詳
細
に
つ
い

て
は
広
報
し
み
ず
7
月
号
や

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

第 ６ 回
定 例 会
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第６回定例会 行政報告 / 審議結果

　今年４月末に、課税総所得金額等の算定に誤りがあることが判明した。その主な原因は、青色申告
による繰越損失額の取扱いを誤認したことによるもの。
　過去3か年分について、繰越損失額のある国民健康保険加入者世帯の課税内容を確認した結果、平成
27、28年度分において、国民健康保険税を過大又は過小に課税、徴収していることを確認した。
　税額の再算定を行った結果、還付が41世帯で5,999,600円、追加徴収が8世帯で207,500円となり、
該当世帯を訪問して謝罪し、概要を説明して、所得税修正申告書の提出等の手続きについて了承をい
ただいた。なお、過大に課税した税額の速やかな還付処理を進めるため、5月18日付け専決処分によ
り所要の予算措置を行った。
　今回、誤って課税をした方々に多大なご迷惑をおかけし、町民の皆様の信頼を損ねたことを深く反
省するとともに、今後このようなことがないようチェック体制を強化し、適正な事務処理に努める。

国民健康保険税の課税誤りについて

行 政 報 告▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶

農作物の生育状況等について（６月１日現在）
　３月の好天により雪解けが進み、５月上旬にはてん菜の移植、馬鈴薯等の植え付けも順調に終了した。
　しかし、４月中旬の強風により春まき小麦10ヘクタールに被害があり、また、5月上旬の強風により、
てん菜4ヘクタールに補植や移植の作業が行われた。
　デントコーンや豆類の播種作業については、平年並みから6日早いという進捗状況となっている。
　主な作物の生育状況は、てん菜は3日早く活着の良否で「良」、大豆は1日から8日遅れであるが、出
芽の良否で「並」、牧草は2日早く「やや良」、秋まき小麦も2日早い「やや良」となっており、4月か
ら5月の好天により順調な生育となっている。

　 　 　 　条例の一部改正

● 乳幼児等医療費の助成に関する条例の一部
改正

　 　子育て支援政策の充実を図るため、乳幼児等医
療費助成制度（保険診療の自己負担分を全額助成
する制度）の対象となる子どもの年齢の上限を15
歳から18歳に拡充。
●保育所条例の一部改正
　 　国が定める利用者負担の上限額の基準改正により、
本町の保育料の半額免除規定では国の上限額を超
えることがあるため、超えないように改正。
●幼稚園保育料等徴収条例の一部改正
　 　国が定める利用者負担の上限額の基準改正により、
本町の幼稚園保育料の半額免除規定では国の上限
額を超えることがあるため、超えないように改正。

請願の審査
件 　　名 提出者 審査委員会   結果

地方財政の充実・強化
を求める意見書に関す
る請願について

日本労働組
合総連合会
北海道連合
会清水地区
連合会

総務産業
常任委員会

義務教育費国庫負担制
度堅持・負担率２分の
１への復元、教職員の
超勤解消と「30人以下
学級」の実現、「子ども
の貧困」解消など教育
予算確保・拡充と就学
保障に向けた意見書に
関する請願について

同　上
厚生文教
常任委員会

平成29年度北海道最低
賃金改正等に関する意
見書の請願について

同　上
総務産業
常任委員会

意見書の提出
　次の意見書は、第６回定例会において審議の結果、
可決され、議会はこれを関係行政庁に提出しました。

◆地方財政の充実・強化を求める意見書
◆ 平成29年度北海道最低賃金改正等に関する意見書
◆ 義務教育費国庫負担制度堅持・負担率２分の１への復元、
教職員の超勤解消と「30人以下学級」の実現、「子ども
の貧困」解消など教育予算確保・拡充と就学保障に向
けた意見書

工事請負契約の締結
災害復旧に関わる２件を可決

●円山調整池災害復旧工事（電気設備工事）
　・契約金額　75,600,000円
　・契約の相手方　高野工業株式会社
●東郷愛昭和間道路災害復旧工事
　・契約金額　57,780,000円
　・契約の相手方　株式会社サカキ建設工業
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阿
部
町
長

第６回定例会
町政を問う！ 一般質問

６
月
定
例
会
で
は
７
人
の
議
員
が
理
事
者
に

対
し
、
14
項
目
の
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

な
お
、
質
問
と
答
弁
は
要
約
し
て
い
ま
す
。

合
同
納
骨
塚
に
関

わ
る
進
捗
状
況

原　

紀
夫　

議
員

阿
部
町
長

町
政
を
問
う
！

一
般
質
問

公
共
施
設
遊
休
室

及
び
付
属
施
設
の

改
修
に
よ
る

家
族
葬
実
施
策

原　紀夫議員

ま
ち
づ
く
り
基
本

条
例
の
現
状

北村光明議員

ゲートボール人口の減
少により利用が少ない
老人健康増進センター
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※用語解説
ＩｏＴ（Internet of  Things　モノのインターネット )
　コンピュータなどの情報・通信機器だけでなく、世の中に存在する様々な物体 ( モ
ノ ) に通信機能を持たせ、インターネットに接続したり相互に通信することにより、
自動認識や自動制御、遠隔計測などを行うこと。
ＩＣＴ（Information and Communication Technology )
　日本では「情報通信技術」と訳されている。 教育現場では、タブレット端末と電
子黒板を用いた授業が進められ、政府は2020年までに1人1台のタブレット端末を普
及させようとしている。

阿
部
町
長

北
村
光
明　

議
員

　
阿
部
町
長

　
役
場
組
織
の

機
能
強
化

第６回定例会
町政を問う！ 一般質問

災
害
復
旧
の

進
捗
状
況
の
広
報

町
内
会
の
現
状
と

そ
の
活
性
化

北
村
光
明　

議
員

　

阿
部
町
長

北
村
光
明　

議
員

伊
藤
教
育
長

北
村
光
明　

議
員

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
の
推
進

阿
部
町
長
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阿
部
町
長

　

第６回定例会
町政を問う！ 一般質問

阿
部
町
長

阿
部
町
長

清
水
10
号
道
路

踏
切
の
拡
幅
に

係
る
取
り
組
み

木村好孝議員

佐藤幸一議員

国
保
の
都
道
府
県

化
の
影
響

清
水
版「
暮
ら
し

ガ
イ
ド
」を
町
民

に
配
布
し
て
は

桜井崇裕議員

駅
の

跨
線
橋
対
策
は

佐
藤
幸
一　

議
員

阿
部
町
長
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伊
藤
教
育
長

阿
部
町
長

中
島
里
司　

議
員

保
育
所
・
幼
稚
園

及
び
体
育
館
の

建
替
え

阿
部
町
長

高
齢
者
福
祉
・
介
護

保
険
事
業
計
画
と

福
祉
事
業
者
と
の

在
り
方

阿
部
町
長

災
害
復
旧
へ
の

対
応
と
町
づ
く
り

第６回定例会
町政を問う！ 一般質問

高橋政悦議員

中島里司議員

通行止めとなっている
清水第３線道路
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　　　　　　　　　　　　　　　　　 　アンケート集計結果
　４回目の開催となる「議会報告会と町民との意見交換会」を２会場で開催し、合わせて
41名の参加がありました。現在、各委員会では内容を精査し、結果の報告に向けて調査・
検討をしているところです。アンケート調査は受付時に配付し、終了時に回収しました。
回答者数は32名（清水地区22名、御影地区10名） です。

議会報告会と町民との意見交換会
たくさんの方の参加をいただきました。心から御礼申し上げます。

５月23日 ( 火 ) 文化センター ５月24日 ( 水 ) 御影公民館
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総務産業常任委員会
・産業人材の確保策について
・農作物の生育状況について
・その他所管に関する事項について

厚生文教常任委員会
・広域ごみ処理の検討状況について
・その他所管に関する事項について

議会運営委員会
・議会の運営とその諸規定について
・議長の諮問に関する事項について

　アンケート集計結果 (前ページのつづき）

固定資産評価審査委員会委員の選任に同意

　固定資産評価審査委員の任期満了に伴い、新たに
小竹浩之さん（柏木）を選任することについて同意
を求める町長提案があり、第６回定例会において議
会は同意しました。

農業委員会委員の任命に同意
　農業委員の任期満了に伴い、次期農業委員の任命に同意を求める町
長提案があり、第６回定例会において議会は提案された17名全員に
ついて任命に同意しました。
　なお、農業委員に任命された方は次のとおりです。

小 竹 浩 之 さん

　高 橋　雅 典 さん（上清水） 　鳥 羽　昌 勝 さん（本村）
　三 好　　 豊 さん（中羽帯） 　梶 山　貴 史 さん（人舞３）
　細 野　輝 行 さん（北熊牛） 　澤 口　　 貴 さん（北清水）
　土 井　正 志 さん（下佐幌平成）　氷 見　隆 雄 さん（中美蔓２）
　石 田　　 統 さん（下佐幌平和）　中 村　清 孝 さん（元旭山）
　澁 谷　貴 法 さん（東高台） 　上 谷　雅 俊 さん（富士）
　藤 田　卓 芳 さん（人舞共栄） 　中 村　勝 則 さん（昭和）
　相 根　隆 雄 さん（讃岐） 　石 井　照 江 さん（西文化）
　木 幡　宗 一 さん（下美蔓２）
※法の改正により、今回から農業委員の選出方法が町長の任命制となっています。

新体制による農業委員会総会の様子 (7月20日）

人　事

閉会中の委員会活動
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②
防
災
会
議
の
取
り
組
み

に
つ
い
て　

　

昨
年
の
台
風
災
害
を
受

け
て
、
地
域
防
災
計
画
の

見
直
し
を
行
う
こ
と
と
な

る
が
、
そ
の
際
に
は
防
災

会
議
が
開
か
れ
審
議
さ
れ

委員会
レポート

委員会活動として閉会中に行った所管事務調
査の内容を、各委員会は第６回定例会におい
て報告しました。
※内容は要約されています。報告書の全文
はホームページでご覧になれます。

総
務
産
業
常
任
委
員
会  

調
査
報
告

厚
生
文
教
常
任
委
員
会  

調
査
報
告

　

本
町
に
お
け
る
高
齢
者

世
帯
数
の
推
移
や
支
援
事

業
の
現
状
と
課
題
、
第
7

期
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・

介
護
保
険
事
業
計
画
の
方

向
性
に
つ
い
て
、
調
査
を

実
施
し
た
。

　

総
人
口
は
減
少
し
て
い

る
が
高
齢
者
世
帯
数
は
少

し
ず
つ
増
え
て
き
て
お
り
、

担
当
課
で
は
高
齢
者
世
帯

を
行
政
区
ご
と
の
名
簿
で

把
握
し
て
い
る
。
し
か
し
、

実
態
と
異
な
る
場
合
も
あ

る
の
で
、
担
当
課
で
は
保

健
師
や
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
の
相
談
業
務
の
際
に
正

確
な
実
態
の
把
握
を
し
て

い
る
と
の
こ
と
。

　

委
員
か
ら
は
、「
高
齢

者
の
状
況
は
隣
近
所
で
も

分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。

災
害
の
こ
と
な
ど
を
踏
ま

え
る
と
、
町
内
会
で
高
齢

者
世
帯
の
状
況
を
把
握
す

る
こ
と
が
一
番
大
事
」、「
町

内
会
内
で
の
出
入
り
の
状

況
が
把
握
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
も
あ
る
。
ひ
と
り
暮

ら
し
の
高
齢
者
等
が
増
え

る
中
、
孤
立
化
の
心
配
な

ど
が
あ
り
、
町
内
会
と
の

連
携
を
密
に
し
た
対
応
が

必
要
」
と
の
意
見
が
あ
っ

た
。

　

担
当
課
か
ら
は
、「
災

害
時
に
お
け
る
隣
近
所
の

助
け
合
い
の
必
要
性
は
認

識
し
て
い
る
が
、
町
内
会

へ
の
未
加
入
者
が
多
く
な

っ
て
き
て
い
る
こ
と
や
町

内
会
の
加
入
実
態
を
す
べ

て
把
握
す
る
こ
と
は
個
人

情
報
保
護
の
面
か
ら
も
難

し
い
問
題
が
あ
る
の
で
、

町
内
会
へ
の
高
齢
者
世
帯

情
報
の
提
供
の
あ
り
方
に

つ
い
て
は
、
町
民
生
活
課

な
ど
の
関
係
課
と
相
談
し

な
が
ら
、
よ
り
よ
い
方
法

を
検
討
し
た
い
」
と
の
説

明
が
あ
っ
た
。

　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
推
進
が
今
後
の
重
要

な
柱
と
さ
れ
、
災
害
時
も

含
め
て
地
域
に
お
け
る
互

助
体
制
づ
く
り
が
重
要
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

隣
近
所
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る
に

当
た
っ
て
、
高
齢
者
世
帯

情
報
の
把
握
の
あ
り
方
は

重
要
な
課
題
と
し
て
押
さ

え
る
必
要
が
あ
る
。

　保健福祉課の職員から説明を受
　けて調査を実施

①
町
営
牧
場
の
現
状
と
対

策
に
つ
い
て

　

夏
期
入
牧
を
控
え
て
い

る
町
営
牧
場
の
運
営
状
況

と
災
害
復
旧
対
策
を
確
認

す
る
た
め
調
査
を
行
っ
た
。

　

本
年
の
入
牧
申
込
状
況

は
例
年
並
み
で
あ
る
が
、

昨
年
の
台
風
に
よ
り
被
害

を
受
け
て
、
使
え
な
い
と

断
念
し
た
面
積
が
１
５
０
・

９
ヘ
ク
タ
ー
ル
あ
る
。
そ

北清水の町営育成牧場内にある
舎飼施設の一つ

の
分
は
北
清
水
の
舎
飼
施

設
で
カ
バ
ー
す
る
と
し
、

餌
に
つ
い
て
は
前
年
度
の

繰
越
飼
料
と
本
年
度
の
購

入
飼
料
で
対
応
し
、
収
穫

時
ま
で
も
た
せ
た
い
と
し

て
い
る
が
、
受
入
頭
数
は

若
干
減
ら
さ
ざ
る
を
得
な

く
、
本
年
度
の
入
牧
頭
数

は
２
１
０
０
頭
を
見
込
ん

で
い
る
。

　

今
後
に
お
い
て
は
計
画

的
に
環
境
整
備
を
行
い
、

牛
の
質
の
向
上
を
目
指
し

て
い
く
べ
き
で
、
コ
ス
ト

の
低
減
や
労
働
力
の
軽
減

な
ど
求
め
ら
れ
る
期
待
は

大
き
く
、
町
営
で
維
持
し

て
い
く
の
か
民
営
化
を
図

っ
て
い
く
の
か
を
議
論
す

る
時
期
に
来
て
い
る
。
併

せ
て
農
業
研
修
の
場
や
農

業
体
験
の
場
を
含
め
た
働

く
場
の
確
保
策
な
ど
、
酪

農
振
興
策
の
一
環
と
し
て

牧
場
の
位
置
づ
け
を
協
議

す
る
よ
う
な
組
織
づ
く
り

も
必
要
と
思
わ
れ
る
。

る
。

　

災
害
対
策
本
部
の
組
織

そ
の
も
の
が
う
ま
く
機
能

し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か

ら
も
、
地
域
防
災
計
画
と

併
せ
て
組
織
の
形
態
な
ど

を
見
直
し
て
い
く
、
更
に

は
今
後
作
成
さ
れ
る
防
災

マ
ッ
プ
の
中
に
、
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
が
示
さ
れ
る
道

の
指
定
河
川
だ
け
で
は
な

く
、
被
害
の
あ
っ
た
箇
所
、

河
川
等
の
表
示
な
ど
、
町

民
に
わ
か
り
や
す
い
情
報

提
供
を
す
る
必
要
が
あ
る

な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

高
齢
者
世
帯
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

①
町
営
牧
場
の
現
状
と
対
策
に
つ
い
て

②
防
災
会
議
の
取
り
組
み
に
つ
い
て



５
月

22日
　全員協議会
　議会運営委員会

23日・24日
　議会報告会と町民との意見交換会

30日
　議会活性化特別委員会

31日
　厚生文教常任委員会

６
月

6日
　議会活性化特別委員会

6日・22日・27日
　全員協議会

8日・15日・22日・26日
　議会運営委員会

22日・26日・27日・29日
　第6回議会定例会

22日・26日
　総務産業常任委員会

22日
　厚生文教常任委員会

７
月

4日
　全道町村議会議員研修会（札幌市）

6日・24日
　議会活性化特別委員会

10日
　西部十勝４町正副議長会議（新得町）
12日・13日
　静岡県清水町議会議員政務調査
　来町

20日
　�中札内村議会行政視察来町

21日・31日
　議会運営委員会

26日
　厚生文教常任委員会

議会のうごき 議会を傍聴して
みませんか開 会

９月13日
（水曜日）

　９月定例議会は９月13日に
開会を予定しています。
　傍聴の手続きは、受付簿に
住所・氏名を記入するだけで
すので、気軽においでください。

清水町議会ホームページ　http://www.town.shimizu.hokkaido.jp/gikai
清水町議会 e-mail　gikai@town.shimizu.hokkaido.jp

　議会だより第150号をお届けします。
　昨年の台風災害から１年が経過しようとしています。完全復旧
にはまだ時間がかかりそうです。災害についてしっかり検証し、
新たな防災計画を構築しなければなりません。
　６月定例会は新町長の政策予算の審議を中心とした議会であり
ました。
　議会は昨年に議会活性化特別委員会を立ち上げ、よりよい議会
をつくるために議論しているところであります。
　多くの町民の皆さまのご意見をお聞かせください。

議会運営委員会委員　桜　井　崇　裕

編 集 後 記

　７月４日に札幌コンベンションセンターで開催され、議員全員
が出席しました。
　研修では、初めに慶應義塾大学経済学部教授の金子勝氏（写真
左）による「トランプ政権と日本経済 - 地域経済への影響は？」
と題した講演が行われ、次に日本放送協会解説副委員長の島田敏
男氏（写真右）による「日本政治の昨日・今日・明日」と題した
講演が行われました。

北海道
町村議会議長会
議員研修会

議会 TOPICS
トピックス

７月は静岡県清水町と中札内村の議会議員が来町。
台風災害のあった箇所を視察されました。

★９月は平成28年度決算の審議を行います。
　各会計の決算内容を確認し、最終的に議会が適切と認めれば
「決算認定」となります。
　法律に適合しているか、計算は正しいか、予算の使われ方は
適正かなどを審議するだけでなく、過去の財政状況と比較して
問題点を指摘し、将来に反映させるなどの大切な役割が議会に
はあります。
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